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背景・目的 
  航空機を用いた爆発物等の輸送にあっては、航空法（昭和２７年法律第２３１号）第

８６条において、国土交通省令で定める爆発物等について航空機による輸送を禁止して

おり、航空法施行規則（昭和２７年運輸省令第５６号）第１９４条第１項各号において

輸送禁止物件を規定するとともに、同条第２項において、告示の技術上の基準等に従っ

て輸送する場合には当該禁止物件に含まれないこととしている。 
 
  爆発物等の輸送に係る技術基準については、国際民間航空機関（ＩＣＡＯ）において

策定される危険物の航空安全輸送に関する技術指針（ＩＣＡＯ－ＴＩ）を国内法規に反

映させる必要があり、航空法施行規則第１９４条第１項各号で爆発物等についてその輸

送を禁止するとともに、同条第２項第２号並びに「航空機による爆発物等の輸送基準等

を定める告示（昭和５８年運輸省告示第５７２号）」において、輸送可能物件を規定し

ている。 
 
  今般、ＩＣＡＯ－ＴＩの改正が行われたため、「航空機による爆発物等の輸送基準等を

定める告示」について所用の改正を行うものである。 
 
改正概要 

（１）輸送許容物件の変更及び特別規定の追加（別表第１関係） 
     リチウム電池に関して、製品に不具合があるものについては輸送禁止とする特

別規定を追加、及び硫化水素ナトリウム（固体）を硫化水素ナトリウム（水和物）

に名称を修正 
 （２）ラベルの改正（第２号様式関係） 
     有機過酸化物を輸送する場合に使用するラベルを変更 
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